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統計言語学の根本問題
?
藤 四 郎
20世紀後半の位置における言語学は一ー恐らくは一—-「数理言語学」な
る表現から想像される如き方向を辿る可能性も考えられるであろう．その
ような種類の言語研究は果して如何なる基盤の上に成り立っているべき
—或は一のであろうか．このような言語研究の根本問題を探索—模
索するひとつの手だてとして，例えば，ここに言語学と数学的概念との関
係，或は又，言語学における構造主義と統計言語学との関係，等について
その基盤に触れる根本問題の若干の展望考察を試みることにする.1 
数理言語学
(1) 
そもそも， 言語の量的数理的処理は現代にはじまったものでは勿論な
ぃ．古くは，古代インドの文法家達が RigVedaの行や単語や音節など
の数え上げを行なっている．又，アレクサンドリアの文法家達は，ホメー
ロスのいわゆる hapaxlegomena (唯一回の使用のみが記録される単語）の
リストを作成し， 更に聖書の全ての単語を数え上げて massorete(Mas-
sora, 旧約聖書の原典批判研究）なる業績を残していることが知られている．
下って， 19世紀に著しい発達を示した史的（比較）言語学は， 他ならぬ
広範な数の言語要素の目録にその基礎を置いたのである．しかし，今日，
真に数理あるいは統計言語学なる名に値するものが現れたのは，ょうやく
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今世紀も40年代になって， Yule2や Zipf3の出現をみてから以後のこと
である．この点について Guiraudは次の如く述べている． 即ち， 「．．．
当時までは計量言語学の如きは在ったが，統計的なる名に値しないもので
ある．．．．」と.4 
ところで，このような真にその名に値するような統計分析が可能となっ
たのは，例のロシャの数学者 Markovが， 1913年に，プーシキンの作に
なる「エウゲニイ・オネー・ギン」におけるロシャ語の母音と子音に関し
て，統計的方法を適用したことにはじまると考えられよう.5 このこと
は，数学と言語学という二つの分野にわたっての確率論時代の幕開けを告
げる役割を果たした記念すべき業績とされている．即ち，彼は，この中で
言語なるものは「マルコーフ過程 (Markovprocess)」6 と呼ばれる， 一
種の確率過程においてとらえられることの出来る現象であることを示した
のである．
このような本格的なものの他に，速記術，暗号解読術の方面からも，言
語の量的関係についてのある程度の研究がなされているが，いずれも単に
経験に頼ったものが多い．
(2) 
さて，「数理言語学 (mathematicallinguistics)」といわれるものは，
それでは，どのような分野をカバーするものであろうか.Ivic7によれば，
それには次の三つの分野が包含されるものとされている．
計量（統計）言語学 (Quantitative(statistical) linguistics) 
情報理論 (Informationtheory) 
機械翻訳 (Machinetranslation) 
他方において， F.Papp8 は， ソビエトにおける言語研究の方法論上
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の「新」と「旧」の区別に基づいて， 「新」なる側に立っている言語学を
一括して「数理言語学」なる分野にまとめている．その一方，少数の学者
には，これを「構造言語学」なる名称を冠することを希望する者もある点
から，この場合は，数理言語学という名称は， 上記 Ivieによる三つの分
野に加えて構造言語学も又， その中に入れられているものと考えられよ
ぅ．
次に，東ドイツに於ては Kiefer9が，数理言語学なるものについて，
三つの分野を指定している．即ち，それは次の如きものである．
統計言語学
非統計的モデル（生成文法を主とする）
応用数理言語学（機械翻訳，計算言語学10等）
上述の如く，ーロに「数理言語学」といわれる分野ではあっても，様々
な極めて広範な分野に関係してくるわけである• 11 ここで， しかし特に
我々が焦点を合せたいと考えるのは「統計（計堡）言語学」の分野である．
言語学と数学的概念
(1) 
言語の統計的方法に基づく研究が本格化したのは，何といっても第二次
大戦以後のことで， 既述の数学者 Markovの業績が重要な役割を演じ
とここでは，先ず，言語というものが， 「マルコーフ過程」なる確率過
程においてとらえられ得る対象であることについて検討してみることにし
ょう'.
ソシュールによれば， Signifiant-signifieという記号に関する二区分法
について，その signifiant(能記）には，そもそも「直線の原理 (~principe
lineaire~) 」と称される根本原理が設定されている• 12 
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この「直線の原理」は，ソシュールの「一般原理」のうちの第二原理を
なすものであった．即ち，このような時間的線条性の原理に従って，言語
要素は一つ一つ順次に現われ，連鎖を形成する．このようなひと区切りの
連鎖に於ては，言語要素は，与えられた言語の法則に従って時間的にひと
つの要素の付加後に更に別の要素が付加されるという経過を辿り，全体と
してあるまとまり，即ち文法に則った整列の仕方が行なわれている．従っ
て，この場合，直線の原理の他にもうひとつ別の条件が加わっていること
が考えられる．それはつまり， 「文法に則った整列の仕方」という条件で
ある．この条件は，言語単位（要素）における—線条性に加えての一ーも
うひとつの相互依存性であるといえる．
これを換言するならば，言語要素相互間には，単に，時間的連続的直線
的原理が作用しているのみならず，それら相互の時間的無秩序連続を「引
きもどす (counteract)」13原理も又，作用していることになるであろ
ぅ．そして，後者についていうならば，それは概念構造の模写の努力であ
り，即ち，各言語要素相互の時間的線条的性質をもつ整列に，何らかの秩
序を与える，換言すれば選択の余地が存在することを示すものである．従
って，このような条件の下であるならば，言語要素間の相互依存性は，統
計的確率に基づいて，即ち，正に「マルコーフ過程」によって測定される
ことが可能となるであろう• 14 
(2) 
上のことを考え合せるとき，このソシュールの第二原理たる時間的線条
的性質は， Herdanによれば，「．．．実質上は直線的連続の点と断片の非直
線的展開である．．．．」 15と解釈されている．
ところで，射影幾何学によれば，点と線とは平面において生ずる．そし
て， これを支配するものは「双対の原理 (Dualitiitsprinzip)」16 といわ
れるものである．即ち，既述の言語要素相互間の文法に則った整列の仕方
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は，正に，このような「双対の原理」の作用であり，又，いいかえるなら
ば，それらの時間的無秩序連続を「引きもどす」原理の作用である．かく
して，このような原理を，言語要素相互間の文法的接触点のシステムの数
学的モデルであり，又，最も単純な種類の概念連鎖の「図式 ('schema')
」を表わすものであり，この意味では，他ならぬ文法の基本法則であると
考えている．即ち， Herdanによれば，言語に関する数学的概念は，ソシ
ュールの「直線の原理」に加えて， 「双対の原理」の二つであると考えら
れているのである• 17 
構造主義と統計言語学
(1) 
言語学における構造主義なるものは，その歴史的な観点からするなら
ば， Saussure-Bloomfieldを結ぶラインの延長上に展開されて来たも
のである．従って， それについての最も特徴的な点は， 第一に， langue
（言語）ー 一parole(言）一langage(言語活動）という三つの区分を立
てたこと，第二に， signifiant (能記）―-signifie(所記）という二つの
区分を立てたこと，この二点であるということが出来よう．
これに対して，統計言語学について，それらに関係した特徴的な点は次
のようなものである．即ち，第一に， paroleにおける諸言語単位の発生
確率を伴う langue,という意味における langage18を前提としたlangue
―paroleという二つの区分を立てたこと，第二に， しかし， signifiant
—signif始という二つの区分は，厳として立てているにも拘らず，主と
して，というよりはむしろ，やむなくというニュアンスが見られるのであ
るが，専らといってよい程， signifiantIこその目が向けられて来たこと，
この二点であると考えられよう．
更に，ここで少し観点を変えて構造主義と統計言語学それぞれについ
て，関連する他の分野の諸科学に対するその関連性の相異点について考え
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てみることにする．
言語学における構造主義は， むしろ関連する他の分野，例えば，人類
学，詩学，美学一般等に影響を与える側に立って居るのであり，同じ構造
主義なる流れをくむ分野， 例えば形式論理学， 一般記号論， 数学， 心理
学，行動研究，音声学等のうちでは，最も高い程度の発展を示しているも
のと考えられている．それについては，例えば Bierwischは次の如く言
っている．即ち， 「このような厳密な意味における理論の展開は，構造主
義の影響を受けた全ての分野にわたって，未だ緒についたばかりのところ
である．そのうちでも，最も進歩せるは言語学である」• 19 
これに反して，統計言語学としては，言語のとり扱いが，心理的生理的
物理的な量的関係を示す性質上， そのような量的関係を示す分野， 例え
ば，心理学，神経生理学，生理学，医学，物理学，工学，更には暗号解読
術，速記術等の分野一―•勿論，数学も加えられねばならない一ーから，専
ら影響を受ける立場にある． このことについては， Guiraudが次のよう
なことを指摘している．即ち，「実際，統計言語学は， 殆んど常に， その
源泉を言語学外の諸科学に仰いでいるのは注目すべきである．．．」• 20 
(2) 
さて，上述(1)において一度触れておいたソシュールにその源を発する
langue―parole―langageという三区分法について，ここで改めて
詳しい考察を試みることにしよう（尚，同じくソシュールの signifiant—
signifieという二区分法については，次の(3)にて考察する.).
そもそも，ソシュールによれば，ドイツ語のSpracheは，「言語 (langue)
」と「言語活動 (langage)」とを指示し， Redeは「言 (parole)」をほ
ぼ指示する（というのは， Redeはこのほかに「話 (discours)」なる意味も含ん
でいる故）と説かれている.21 即ち，彼は， 総体的現象たる langageの
うちに， langueとparoleという二つの要因を認めて，このうち， langt;te
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については， これは langageから paroleを差し引いたものであると共
に，そこには「話す大衆 (masseparlante)」の存在，および時間の作用，
即ち史的関係が併せて考えられなければならない，としている• 22 
ところで，統計言語学においては，そのような三区分法に関連して，次
のような意味における langageなるものを， 自らの研究対象としてうち
立て，とり扱うべきものと考えているのである．
即ち， langageなるものは， Bloomfieldによれば，ソシュールの意味
での langueにプラスするところの「それ以上の何か ('somethingmore') 
」23 としてとらえられて居る．そして，更に Herd.anにおいては一一即
ち，これは言語統計学の立場に立った側からの見解，というべきであるが―langageなるものは， それぞれ独自な発生確率を伴う言語学上の鋳
型(linguisticengrams)を指すそれらの総括的集合的術語 (collectiveterm) 
としてとらえられている．この場合の鋳型は，例えば，音素 (phonemes),
単語の鋳型 (word-engrams), 韻律形式の鋳型 (metricform engrams)な
どである．
Herdanによるこのような「langueプラス paroleにおける諸言語単
位の発生の確率」なる langageについての見解は， その「．．．プラス
paroleにおける云々…」の部分こそが，上述 Bloomfieldの「．．．プ
ラスするところの『それ以上の何か』」に当るものである． このような基
盤の上に立って， Herd.anは， 結局， langue は統計上の母集団 (popu•
lation)であり， paroleはその標本 (sample)であるという関係をうち立
てるに至っている．“
Herdanのそのような langue-parole関係は，結局は Guirandに
よる二重構造 (unedouble serie de definitions)に基づく統計的事実の観察
方式も又，これと同様な見解と考えられるであろう• 25 
-335-
(3) 
次には， signifiani—signifie という二区分法についてはどうであろ
うか． この二区分法に関しては， 構造言語学にとっては一長一短であろ
ぅ．それというのも，構造言語学は，このような二区分法の故に著しい発
展を示し，反面において，このような二区分法の故に著しい重荷を負った
というべきである．即ち， signifiantとsignifieの厳格な区別におい
て， いわゆる意味の必死ともいえる排除の結果は， signifiantについて
は，音とか文字とかの極めて小なる言語要素に関して，非常なる成功をお
さめて来たのである．しかし，他方，より大なる方向の言語要素，即ち語
彙，文，などに関しては，そのよなことの結果は，必ずしも成功せず，立
ち遅れ状態を余儀なくされて来たのである．つまり，それは，より大なる
言語要素に関しては妥当ではないのであった．何故ならば，そのようなレ
ベルにおいては，そのようなより大なる要素は，ある特定の主題（テーマ）
によって全体として統一されて居り， 単純なる signifiantではないから
である．
本来，計量的なる観点からみて，そもそも極めて計量的な特性を示す，
より小さな方向の言語要素については，よき成功をおさめることの出来る
統計言語学は，より大なる方向の要素についても，上のような単純ではな
い signifiantの特性を考慮して， 前以って正しく統計学上の基盤が準備
されるならば，再びこの場合にも成功をおさめるものと考えられるのであ
る．即ち，ある特定のテーマによって全体として統一されているテキスト
について，その一部分とか単語とかに関して，それぞれの等価物を前以っ
て確認設定しておくならば，そこに一種の等質性がつくり出されることが
出来，ここに母集団とサンプルという統計的概念の適用可能な基盤が，は
じめて用意されるであろう• 26 しかしながら， 実にこのあるテキストの
一部分とか単語とかについての等価物の確認設定こそが，現実に，実際問
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題として，非常なる困難煩雑さを伴い，そのような統計的方法の理論上の
適用可能性，見通しにも拘らず，統計言語学においても進展していない原
因をなすのである．
そのような問題は，結局は， signifieの問題であり，具体的には「意味」
の問題であるといえよう．即ち，この極めてとらえ難い茫漠たる意味の大
洋や密林に迷い込むと何を頼りに進むべきか判断に苦しみ，例え何はとも
あれ行動を起しても，たちまち辞書に典型的にみられるが如きーケ所をめ
ぐる循環論に陥入ってしまうのがせいぜいのところなのである．
従って，このような点から，構造言語学においても統計言語学において
も，この面については，即ち，意味論の関連する分野については，両者と
も低調である．しかし，このような努力は尚，各方面において続けられて
いる.27 
【付記】
以上において，言語学の統計的方法について，その本質的なものにかか
わる若干の点を選んで考察を試みたわけであるが，最後に，真剣に数学者
たちに学ぼうとする言語学者に対する Hockettによる若干の忠告をここ
に紹介しておくことにしよう• 28 
その第ーは，数学者というものは，口頭で話しをするとき， 例えば 'h'
と'H'というような発音では同じものを，全く無関係に異る意味で平然と
使い，書くものがないときはテーブルクロスを黒板代りにして使うから注
意を要する．
その第二は，数学者たちの使用する記号はその指示物が，万華鏡の如く
千変万化する．例えば，日常語における 'this'とか 'it'の現象にみられ
るように．更に，文字の上に種々雑多なしるしをつける．例えば，アクサ
ン記号とか，長母音記号のようなものを．
その第三は，用語は，ラテン・ギリシヤ系の語を用いることもあるが，
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街で捨ったような語に出くわして面食うことがある．例えば， 'set' は何
らヘアー・セットには関係なく， 'group'は何ら社会学と関係がない．
その第四は，用語ではないが，数学者たちの口から頻繁にとび出す三つ
の語がある．即ち一一然るべき人が同意するならそれは明白だ (obvious)
—明白でないものが証明されたら， それはスッキリしている (elegant)
—既に明白なものは陳腐だ (trivial) —．初心者， 部外者の関係する
数学は， いずれも専問の数学者たちにとっては， 陳腐 (trivial) なものと
されてしまうかもしれない．しかし，アインシュタインが応援している．
「真実を記そうと努力するならば，スッキリなどは仕立屋に任せることだ
('If you are out to describe the truth, leave elegance to the tailer.')」
注
1 数理的方法論に基づいた言語研究には， 1957年以来活動している「計量国語学会」
の他に，次のものが主としてみられる．服部四郎，言語年代学，言語学の方法，
岩波， 1960,p. 515~574 ; 近藤一夫，数理音声学序説—音声のヒ°ラミッド—,
東大出版会， 1964;植田兼義，古アイスランド語の副詞と統計的方法，雑誌「形
成」， 1967秋， p.26~33. その他「国立国語研究所」の活動が注目される．
・2 G. U. Yule, A Statistical Study of Vocabulary, Cambridge U.P., 1944. 
:3 G. K. Zipf, Human Behaviour and the Principle of Least Effort, Cam-
bridge, Mass. Harvard U.P., 1949. 
.4 P. Guiraud, Problemes et Methodes de la Statistique Linguistique, Paris, 
P.U. de France, 1960, p.6: ~Jusque la on a une linguistique quantitative 
mais qui ne merite pas le nom de statistique.< 
.5 A. A. MapkoB, Primer statisticeskogo-…・, Akademii nauk, series VI, t. 
VJI, No.3, 1913. 
, 6 Markov process (マルコーフ過程） ：ある事象について， 時刻 S以後の時刻 t
に於ける状態の確率（条件付確率）が， Sに於ける状態だけで定まり， S以前の
状態に無関係なとき，この現象は履歴を持たないといい，このような現象を表示
する確率過程をマルコーフ過程という．（岩波，理化学辞典）．
・7 M. Ivie, Trends in linguistics, Mouton & Co., 1965, The Hague, Transl. 
by M. Heppell, p. 212. 
-8 F. Papp, Mathematical Linguistics in Soviet Union, The Hague, Mouton 
-338-
& Co., 1966, p. 9. 
g F. Kiefer, Mathematical Linguistics in Eastern Europe, American Elsevier, 
1968. 
10 Computational linguistics (計算言語学）：コンピューターを利用した言語学．
11 数理言語学はドイツ関係では尚，比較的低調にみうけられるが，次のものがよく
知られている. E. Koschmieder, Die Mathematisierung der Sprachwis-
senschaft, Forschungen u. Fortschritte,_ vol. 30, 1956, p. 210-216. 
12 F. de Saussure, Cours…, P. 103, 小林訳 p.95. 
13 G. Berdan, The Advanced Theory of Language as Choice aud Chance,. 
Berlin, Springer-Verlag, 1966, p. 7. 
14 M. Ivie, 1965, p. 216 (→注7)
15 G. Berdan, 1966, p. 8 (→注13),'Theresult is virtually a non-linear 
deployment of the points and segments of the linear sequence.' 
16 Dualitatsprinzip (双対の原理）：射影幾何学の公理系に於いて， 点と平面とを
入れかえ， 「含む」という語と「含まれる」という語とを入れかえると，はじめ
と同じ公理系が得られる．従って，ある一つの定理が成立てば，上のおきかえを
して得られる定義も真である．このことを双対の原理という． （岩波， 理化学辞
典）
17 G. Berdan, 1966, p. 8 (→注13)
18 G. Berdan, Quantitative Linguistics, London, Butterwor_ths, 1964, p. 5, 
'... langue plus the occurrence probabilities of the various linguistic 
forms in speech ...' 
19 M. Bierwisch, Strukturalismus, Kursbuch 5, 1966, S. 78., Die Entwicklung 
einer Theorie in diesem strengen Sinn steht auf alien Gebieten, in 
denen der Strukturalismus EinfluB gewonnen hat, noch ganz am Anfang . 
Am weitesten fortgeschritten ist die Sprachwissenschaft.' 
20 P. Guiraud, 1960. p. 5 (→注4),刃Iest remarquable, en effet, que la 
linguistique statistigue a presque toujours pris sa source dans des. 
sciences extra-linguistiques: .. <( 
21 F. de Saussure, Cours .. , p.31, 小林訳 p.25. 
22 F. de Saussure, Cours .. , p.112~113, 小林訳 p.104~105. 
23 L. Bloomfield, Mod. Lang. J. 8, 1924, p. 318~319. 
24 G. Berdan, 1964, p. 4~5 (注18)
25 P. Guiraud, 1960, P. 34 (→注4)
26 G. Berdan, 1966, Preface P. VI. (→注13)
27 例えば次を参照：計量意味論の構想，計最国語学第51号， 1969(第13回大会シン
ボジウム記録）．
-339-
28 C. F. Hockett, Language, Mathematics, and Linguistics, Current Trends 
in Linguistics (ed. T. Sebeok) vol. m, 1966, The Hague, P. 157~158 
Grundfragen der statistischen Linguistik 
Shiro Naito 
Die Linguistik in der letzten Hälfte des 20. Jahrhunderts könnte 
zu ihrer Mathematisierung führen. Auf welcher Basis sollte oder 
könnte denn die mathematisierte Linguistik, vor allem die sta-
tistische Linguistik stehen ? 
In der vorliegenden Arbeit werden hauptsächlich zwei Grundfra-
gen der statistischen Linguistik, zuerst die der Linguistik und 
der mathematischen Begriffe und dann die des Strukturalismus 
und der statistischen Linguistik behandelt. 
Die Hypothese, die Sprache sei ein Gegenstand, der durch eine 
Art stochastischen Prozeß, nämlich durch den ,Markov-Prozeß', 
begriffen wird, ist die Voraussetzung der statistischen Linguistik. 
Dazu kommen auch für die statistische Linguistik zwei Prinzipien, 
das ,principe lineaire' Saussures und das Dualitätsprinzip der pro-
jektiven Geometrie. Diese betrachtet man in einem gewissen Sinne 
als die elementaren grammatischen Regeln der Sprache. 
Der Strukturalismus in der Sprachwissenschaft hat sich aus der 
Trichotomie ,langue-parole-langage' und der Dichotomie ,signifi-
ant-signifie' Saussures entwickelt. Die statistische Linguistik ist 
auf der Dichotomie ,langue--parole', die mit der Dichotomie 
,population--sample' verglichen werden könnte, und auch auf 
der anderen Dichotomie ,signifiant--signifie' begründet. 
Die Dichotomie ,langue-parole' hat aber hier die Voraussetzung, 
,daß ,langage' mit ,langue' plus den Wahrscheinlichkeiten der 
verschiedenen linguistischen Formen in ,parole' gleich sei. 
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